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日時  令和８年３月２６日（木）１４：００～１６：４０  

場所 
現地視察（富里工業団地公園・公園脇調整池水路沿い～立沢区公民館周辺） 

意見交換（現地視察後、立沢区公民館にて開催） 

出席者 

【出席者】※順不同 

委 員 西廣委員、大島委員、川野委員、橋野委員、佐々木委員、 

相川委員、橋本（純）委員、吉木委員、岡本委員、瀬良委員、 

竹内委員、橋本（孝）委員 

参加者 大坂氏（国立環境研究所 気候変動適応センター） 

参加者 那花氏・川上氏（いであ株式会社） 

事務局：藤田課長（意見交換より出席）、関口主査、東門口主査補 

欠席者 
【欠席者】※順不同 

委 員 津田委員、里内委員、川嶋委員、平野委員 

次第 

１ 開 会 

２ 座長挨拶 

３ 現地視察 

４ 意見交換 

５ その他 

６ 閉 会 
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１ 開 会 

 

２ 座長挨拶 

 

３ 現地視察 

富里工業団地公園・公園脇調整池水路沿い～立沢区公民館周辺 

 

４ 意見交換 

今まで開催した会議等の主な内容・経緯等の説明 

 

－以下、主な意見－ 

 

・気候変動対策の１つとして、公園に水が溜まる場所を作り、活用できたら 

面白い。 

・日吉台中央公園は比較的敷地が広く、砂場もあり、水が溜まる箇所もある 

と思う。子供たちと一緒に、例えば、お祭りの時にやったら面白い。 

・以前、公園の落ち葉を活用した堆肥作りが話しに出たが、堆肥型の雨庭も 

考えられる。例えば、炭や石などで、植物が深く根を張れるようにしたも

のが考えられる。 

 

令和７年度 第２回 富里市気候変動対策プラットフォーム 

会議録（要点筆記） 
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・市民等に広く知ってもらうための情報発信として、公園や公共施設周辺を巡 

る、無料のスタンプラリーを実施するのはどうか。 

・スタンプラリーは、その場所に合った絵柄のスタンプや、クイズ形式にして 

 参加者に学んでもらい、正解したらスタンプを押すルールや、スタンプが集 

まるとスイカやニンジンが貰える等ができたら面白い。 

・スマートフォンのアプリを使ったスタンプラリーだと、様々なメニューが盛 

り込めると思う。 

・気候変動対策として効果のあることを委員の皆でアイディアを出し合って、 

スタンプラリーのメニューに反映させたい。 

・スタンプラリーの参加者は、徒歩・自転車・車など、ポイントを巡る際、ど 

のように移動するのか。 

・移動は、例えば、末廣農場を拠点に市役所近辺や各公園などへ車や自転車で 

移動するかたちも想定できる。 

・移動は原則、車となる方が多いと予想する。温暖化対策を考えると車以外と

したいところではあるが、全部のポイントを自転車で巡るのも厳しいと思

う。 

例えば、今日、委員の皆さんが歩いたように、立沢区公民館を拠点にして、

富里工業団地公園を一周すると、完結する様なかたちでであれば徒歩のみで

可能であると思う。 

・レンタルサイクルの導入はできるものか。 

・レンタルサイクルは、民間事業者が、特に都心部で展開されていると認識し

ている。当該事業者が事業展開としてどのように考えるかによると思う。 

・最初の取り掛かりの場所として、比較的人が集まり、留まることを考えると、 

富里中央公園が良いのではと思う。そこで実施したことを１つのモデルとし

て展開していけば良いのではないかと思う。 

・富里中央公園のどの辺りで実施するかと、先ほど話のあった、落ち葉の堆肥

の活用についてを併せて考えて行きたいと思う。 

・巡るコースをコンパクトにして、来場者に、より現地を知ってもらうかたち

が良いと思う。 

特に今日の現地視察で巡ったところは、水の流れがあり、様々な湿地があ

り、竹林があり、放棄されている所、整備等の手の加わった所があって、教

育の場ともなり得る、市民等の皆さんに知ってもらう場所としてはすごく良

いと思う。 

・例えば、公園で何ができるかを考えていくチームと、スタンプラリーをどう

やって展開して行くかを考えるチームにチーム分けをしたらどうか。 

そして、次の会議までに、公園ではこんなことができそうである。また、

スタンプラリーをどのアプリで、どのように実施したら良いかを調べる等、

アイディアを整理していくかたちが良いのではないか。 

 

－グループ分けについて、委員一同了承－ 
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－以下、決定事項－ 

 

・「公園検討チーム」と「スタンプラリー検討チーム」に分かれ、それぞれのチ

ームで、できること等を検討していくこととした。 

・令和８年３月２６日現在の各チームメンバー ※順不同 

【公園検討チーム】８名 

橋野委員、佐々木委員、相川委員、吉木委員、岡本委員、瀬良委員、 

竹内委員、橋本（孝）委員 

【スタンプラリー検討チーム】３名 

大島委員、川野委員、橋本（純）委員、 

・今後、委員間の相談のし易さ等を鑑み、グループＬＩＮＥを作成した。 

・本日欠席の委員へは、事務局より当該グループＬＩＮＥを作成した旨を伝え 

ることとした。 

 

５ その他  

特になし 

 

６ 閉会 


